
４

1 　「開始」の合図があるまで開いてはいけません。

2 　答えは、すべて解答用紙に書きなさい。

　　・答えとして記号を選ぶ問題は、下の【解答例】にならい、すべて解答用紙の記号を

　　　○で囲みなさい。また、答えを訂
ていせい

正するときは、もとの○をきれいに消しなさい。

　　　【解答例】

ア イ エ

　　・答えの字数が指定されている問題は、 、 。「　」なども一字に数えます。

　　解答用紙の「採点」の欄
らん

と「採点者記入欄」には、何も書いてはいけません。

3 　問題は、中の用紙のＡ・Ｂ・Ｃ面に 1 、Ｄ・Ｅ面に 2 、Ｅ・Ｆ面に 3 があります。

4 　「開始」の合図で、まず、解答用紙に受験番号を書きなさい。

5 　「終了」の合図で、すぐ鉛
えん

筆
ぴつ

を置きなさい。

ウ

しゅうりょう

令 和 ６ 年 度

注　　　 意

大阪府立中学校入学者選抜適性検査問題
（大阪府立富田林中学校に係る入学者選抜）

適 性 検 査 Ⅲ
（社会・理科的問題）
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（二酸化炭素を出すとき）

　口　→　食道　→　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　→　こう門

（二酸化炭素をとり入れるとき）

ヘチマの花は、アサガオの花と異なり、

（数字）
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Ａ　面 Ａ　面適性検査Ⅲ（社会・理科的問題）（大阪府立富田林中学校に係る入学者選抜）

 　ある休日、ゆうさんは、和歌山県和歌山市に住むいとこのけいさんの家を訪れました。
⑴～⑸の問いに答えなさい。

⑴ 　ゆうさんは、けいさんとともに和歌山市内のさまざまな場所を訪れることにしまし 
た。図 1 は、二人が訪れる場所などを示した和歌山市内の地図であり、【メモ 1 】は、 
二人が訪れる場所などについて、ゆうさんが事前に調べ、まとめたものです。①～⑤ 
の問いに答えなさい。

【メモ 1 】

・あ和歌山県
　 　県の大部分が江

え

戸
ど

時代には、 
紀
き

州藩
はん

と呼ばれる藩の領地で 
あった。

・い和歌山城
　 　 1585 年に築かれた城であ 

る。城のまわりには武
ぶ

家
け

屋
や

敷
しき

や 
町人が住む町などがつくられ、 
城下町が形成されていった。

・う紀伊風土記の丘資料館
　 　岩橋千塚古墳群に関する

資料が展示されている。
・え紀三井寺
　 　奈良時代に開かれた（創建さ 

れた）寺である。現在も多くの 
人が訪れる桜の名所である。

　① 　ゆうさんは、訪れる施
し

設
せつ

などの位置や施設間の距
きょ

離
り

などを図 1 を使って確
かく

認
にん

しまし 
た。次のア～オのうち、図 1 から読み取れる内容として正しいものをすべて選び、記 
号を〇で囲みなさい。

　　　ア　紀三井寺から 3 km 以内の距離に郵便局がある。
　　　イ　紀三井寺から 3 km 以内の距離に畑と果樹園がある。
　　　ウ　紀伊風土記の丘資料館から見て、紀三井寺は南東にある。
　　　エ　紀伊風土記の丘資料館からは、消防署よりも市役所の方が遠い。
　　　オ　紀伊風土記の丘資料館から紀三井寺までの距離は、直線で 10 km 以内である。

　② 　【メモ 1 】中の下線部あが接している三つの府県のうち、海に面していない府県の 
名前を書きなさい。

1
おとず

3000m 0 

和歌山城 

和歌川
わ か がわ 和田川

わ だ がわ

紀三井寺
き み い でら

不老橋
ふ ろうばし

岩橋千塚古墳群
いわ せ せんづか こ ふんぐん

紀伊風土記の丘資料館 
き い ふ ど き おか図 1 

しゅう

　③ 　【メモ 1 】中の下線部いを訪れ、展示されている資料を見た二人は、1619 年に徳
とく

川
がわ

家の親類（親せき）の大名が紀州藩をおさめるようになったことや、城下町に当 
時の役所の一つである町

まち

奉
ぶ

行所
しょ

があったことや、1851 年に不老橋という石橋がつ 
くられたことを知りました。ⅰ～ⅲの問いに答えなさい。

　　ⅰ 　江戸時代に全国各地をおさめていた大名のうち、徳川家の親類（親せき）の 
大名は何と呼ばれていますか。次のア～エのうち、適しているものを一つ選び、 
記号を〇で囲みなさい。

　　　　ア　親
しん

藩
ぱん

　　　イ　地
じ

頭
とう

　　　ウ　外
と

様
ざま

　　　エ　譜
ふ

代
だい

　　ⅱ 　町奉行所は、現在の裁判所のような機能を果たしていました。次の文章は、 
現在の裁判に関するものです。文章中の（　ⓐ　）に入る適切な語を漢字で書 
きなさい。

　日本の裁判では、同じ事件について 3 回まで裁判を受けることができる三
さん

 
審
しん

制
せい

というしくみを取り入れています。例えば、1 回目の裁判を地方裁判所 
で受け、地方裁判所の判決に納

なっ

得
とく

できない場合は高等裁判所にうったえる 
こ と が で き ま す。 さ ら に、 高 等 裁 判 所 の 判 決 に 納 得 で き な い 場 合 は 

（　ⓐ　）裁判所にうったえることができます。

　　ⅲ 　次のア～エは、不老橋がつくられた江戸時代後期から明
めい

治
じ

時代初期にかけ 
て起こったできごとです。ア～エをできごとが起こった順に並べかえて、記号を 
書きなさい。

　　　　ア　日米修好通商条約が結ばれた。
　　　　イ　徳川慶

よし

喜
のぶ

が政権を天皇（朝廷
てい

）に返した。
　　　　ウ　五

ご

箇
か

条の御
ご

誓
せい

文
もん

が発表された（示された）。
　　　　エ　ペリーが 4 せきの軍

ぐん

艦
かん

を率いて初めて浦
うら

賀
が

に現れた。

　④ 　次に二人は、【メモ 1 】中の下線部うを訪れ、岩橋千塚古墳群には 800 をこえる古 
墳があり、そのうちの一つである大

だい

日
にち

山
やま

35 号墳の形（種類）は大阪府にある大
だい

仙
せん

古墳 
と同じ形（種類）であることを知りました。大仙古墳や大日山 35 号墳の形（種類） 
は何と呼ばれていますか。書きなさい。

　⑤ 　最後に二人は、【メモ 1 】中の下線部えを訪れ、この寺が唐
とう

の時代の中国から日本 
にわたってきた僧

そう

によって奈良時代に開かれたことを知りました。次のア～オのうち、 
奈良時代に起こったできごとをすべて選び、記号を〇で囲みなさい。

　　　ア　大
たい

化
か

の改新が始まった。
　　　イ　藤

ふじ

原
わらの

道
みち

長
なが

が政治を行った。
　　　ウ　鑑

がん

真
じん

が唐
とう

招提
だい

寺
じ

を開いた（創建した）。
　　　エ　小

お

野
の の

妹
いも

子
こ

が遣
けん

隋
ずい

使
し

として隋に送られた。
　　　オ　聖武

む

天
てん

皇
のう

の命令で東
とう

大
だい

寺
じ

に大仏がつくられた。

ぎょう

ちょう

じょう

しょう

しょう
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Ｂ　面 Ｂ　面

⑵ 　紀
き

三
み

井
い

寺
でら

からけいさんの家に帰った二人が空を見ると、満月が見えました。以前読ん
だ本に、「 50 円玉を持った手をのばして穴から月をのぞくと、月が 50 円玉の穴にすっぽ 
りと入って見える。」と書かれていたことを思い出したけいさんは、図 2 のように、棒の 
先につけた 50 円玉の穴から実際に月をのぞいてみました。すると、けいさんから 50 円 
玉までの距

きょ

離
り

が 44 cm になったときに、月は 50 円玉の穴（直径 4 mm）とぴったり同じ大 
きさに見えました。図 3 は、月を観察しているけいさんの位置と 50 円玉の位置と月の位 
置の関係を模式的に表したものです。けいさんから 50 円玉までの距離とけいさんから 
月の中心までの距離との比は、50 円玉の穴の直径と月の実際の直径との比と等しく、月 
の実際の直径が 3475 km であると考えるとき、けいさんから月の中心までの距離は 
何 km か求めなさい。ただし、答えは四捨五入して上から 2 けたのがい数で表すこと。

⑶ 　次の日、ゆうさんは、朝食で和歌山県産の梅を使った料理を
食べました。口から入った食べ物を、かみくだいて細かくした
り、だ液や胃液などによって体に吸収されやすい養分にかえた
りするはたらきは、何と呼ばれていますか。書きなさい。

　 　また、前（腹側）から見たヒトの臓器を表した図 4 中のア 
～カのうち、口から始まってこう門に終わる食べ物の通り道
となる臓器をすべて選び、食べた物が通る順に並べかえなさ 
い。ただし、答えは解

かい

答
とう

欄
らん

の（　　　　）中に〔例〕にならっ
て書くこと。

　　〔例〕口→食道→（　ア→イ→ウ→エ　）→こう門

⑷ 　和歌山県は梅の収穫量が日本で最も多いことをけいさんから教えてもらったゆ 
うさんは、和歌山県で行われている梅の生産の工

く

夫
ふう

について調べました。【メモ 2 】は、 
和歌山県のみなべ・田

た

辺
なべ

地域で行われている梅の生産の工夫の一部についてまとめた 
ものです。①、②の問いに答えなさい。

　【メモ 2 】

・ おニホンミツバチを利用した梅の花のか受粉が行われている。

・ ニホンミツバチのすみかでもある＊薪
しん

炭
たん

林
りん

を残しつつ、山の斜
しゃ

面
めん

を利用して梅を 
生産している。

　　＊薪炭林：薪
まき

や炭の原料となる木材を生産するための森林のこと。

（みなべ・田辺地域世界農業遺産推進協議会の Web ページなどにより作成）

月 50 円玉 

けいさん 

図 2 

44cm 

44cm
月の中心までの距離

けいさんの
位置 

50 円玉の
位置 月の位置

図 3 

4mm 
3475km

月の中心

※ 直径の比や距離の比などは、実際のものとは異なります。

図 4 
食道 

ア 肺
イ 心臓

オ 大腸
カ 小腸

エ 胃
ウ 肝臓

かんぞう

こう門

しゅう かく りょう

　① 　【メモ 2 】中の下線部おは、たまご→よう虫→さなぎ→成虫の順に育つこん虫で 
す。次のア～エのうち、ニホンミツバチと同じように、よう虫から成虫に育つ間に 
さなぎになるこん虫をすべて選び、記号を○で囲みなさい。

　　　ア　バッタ（ショウリョウバッタ）　　　　　　　イ　チョウ（モンシロチョウ）
　　　ウ　トンボ（シオカラトンボ、アキアカネ）　　　エ　カブトムシ

　② 　【メモ 2 】中の下線部かに関して、次の【実験】は、植物の実ができるために受 
粉が必要かどうかを、アサガオを使って調べる実験です。

　　【実験】

 1  　つぼみを二つ選び、めしべに花粉がつかないようにしながらそれぞ 
れのつぼみからおしべをとりのぞく。その後、それぞれのつぼみに図 5
のように袋をかぶせる。

 2  　花が咲
さ

いたら、一方は袋をとって図 6 のようにめしべの先にピンセッ 
トを使って花粉をつけたあと、再び袋をかぶせる。もう一方は図 7 のよ 
うに袋をかぶせたままにしておく。

 3  　花がしぼんだら袋をはずし、実ができるかどうかを調べる。

　　 　【実験】をアサガオのかわりにヘチマを使って行う場合、【実験】の 方法 1 ～ 3 の 
うち、どれか一つを変えなければなりません。ⅰ、ⅱの問いに答えなさい。

　　ⅰ 　【実験】をアサガオのかわりにヘチマを使って行う場合に方法を変えなけれ 
ばならない理由を、ヘチマの花とアサガオの花の異なっている点がわかるよう 
に、「ヘチマの花は、アサガオの花と異なり、」に続けて 25 字以内で書きなさい。

　　ⅱ 　【実験】をアサガオのかわりにヘチマを使って行う場合、【実験】の 方法 1 
～ 3 のうち、どれを変えなければなりませんか。1 ～ 3 から一つ選び、数字を○ 
で囲みなさい。

　　　 　また、次の条件 1、2 にしたがって、選んだ【実験】の方法をヘチマを使って 
行う場合の方法に書きかえなさい。

　　　　条件 1 　アサガオを使って行う場合の【実験】の方法を参考に書くこと。
　　　　条件 2 　 40 字以内で書くこと。

方法

ふくろ

図 5 

袋

ピンセット図 6 図 7
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Ｃ　面 Ｃ　面

⑸ 　ゆうさんは、和歌山県の総面積の 4 分の 3 以上が森林であることを知りました。 
①～④の問いに答えなさい。

　① 　和歌山県にある森林の約 6 割は、スギなどの人工林です。ゆうさんは、人工林に 
関することについて調べました。【メモ 3 】は、人工林で行われている「林業のサイ 
クル」について、【メモ 4 】は、苗

なえ

木
ぎ

を植えてからの時間による人工林の二酸化炭素
の吸収量の変化について、ゆうさんが調べたことをもとにつくったものです。ⅰ、 
ⅱの問いに答えなさい。

　　【メモ 3 】

　苗木を植え、手入れをし、苗木を植えてから 50 年を過ぎたころに育った木を収 
穫
かく

して使い、収穫したあとの土地にまた苗木を植えるという「林業のサイクル」 
は、森林を健全な状態に保ちながら、持続的に木材を利用するために重要である。

　　【メモ 4 】

・ 同じ種類、同じ年れいの木が集まってできた人工林は、苗木を植えてから約 10 
～ 15 年で若齢

れい

段階へ、苗木を植えてから約 50 年で若齢段階から成熟段階へ、 
苗木を植えてから約 150 年で成熟段階から老齢段階へと移るといわれている。

・ 図 8 は、同じ種類、同じ年れいの木が集まってできた人工林における、き二酸 
化炭素をとり入れる量と二酸化炭素を出す量の、植えてからの時間による変化 
を模式的に表したものである。図 8 の二酸化炭素をとり入れる量と二酸化炭素 
を出す量の差を人工林の二酸化炭素の吸収量とすると、人工林の二酸化炭素の 
吸収量が最も多いのは若齢段階であることや、人工林の二酸化炭素の吸収量は 
成熟段階に移ったあと減少し続けることがわかる。

　　ⅰ 　【メモ 4 】中の下線部きについて、植物が二酸化炭素をとり入れるときと、 
植物が呼吸によって二酸化炭素を出すときは、それぞれどのようなときですか。 
次のア～ウのうち、最も適しているものをそれぞれ一つずつ選び、記号を○で 
囲みなさい。

　　　　ア　光が当たるときのみ　　　イ　光が当たらないときのみ
　　　　ウ　光が当たるときと当たらないときの両方

しゅう  

じゃく

（林野庁の資料などにより作成） 

図 8 

植えてからの時間（年） 

二酸化炭素をとり入れる量 

二酸化炭素を出す量 

若齢段階 老齢段階 成熟段階
二
酸
化
炭
素
の
量

多
い

少
な
い

　　ⅱ 　ゆうさんは、【メモ 3 】、【メモ 4 】をつくる中で新たに気がついたことを、 
次のようにまとめました。次の文章中の に入る適切なことばを、 
若齢段階、二酸化炭素という 2 語を使って 30 字以内で書きなさい。ただし、 
老齢段階では、人工林の二酸化炭素の吸収量が減少し続けることとします。

　多くの人工林が、「林業のサイクル」が行われないまま放置され続けると、 
老齢段階の人工林の割合が多くなる。これに対して、多くの人工林で「林業 
のサイクル」がくり返し行われると、 が多い状態に保たれる。 
このため、「林業のサイクル」がくり返し行われることは地球温暖化をおさえる 
ことにつながると考えられる。

　② 　間ばつをした森林では、森林内に太陽の光が届くように 
なると、地面に草が生えたり木が成長しやすくなったりし
ます。図 9 は、ある森林を東から見たようすを模式的に表
したものであり、図 9 中のア～オの木（　  ）は、南北方
向に一直線に並んで生えています。ア～オの木のうち、で
きるだけ少ない本数を根もとからきって、図 9 中のくの 
位置に で示す南からさす太陽の光が直接当たるよう 
にするには、どの木をきればよいですか。きる木をア～オ
からすべて選び、記号を○で囲みなさい。ただし、木は太
陽の光を完全にさえぎるものとします。

　③ 　森林に降った雨水のうち、地面まで届いた水の一部は、
地下にとどまることがあります。図 10 は、ある森林に降 
った雨水の一部が地下深くまでしみこみ、Ⅹの層とＹの 
層（Ⅹの層のすぐ下にある層）のさかいめ付近に水が一
時的にとどまるようすを模式的に表したものです。図 10
中のⅩの層とＹの層が、それぞれ泥

どろ

、砂、れきのいずれ
か 1 種類でできているとすると、次のア～エのうち、Ｘ、
Ｙの組み合わせとして最も適しているものを一つ選び、
記号を○で囲みなさい。

　　　ア　Ｘ　砂　　Ｙ　泥　　　イ　Ｘ　砂　　Ｙ　れき
　　　ウ　Ｘ　泥　　Ｙ　砂　　　エ　Ｘ　泥　　Ｙ　れき

　④ 　図 11 は、ある山の海面からの高さを等高線で表したもの 
で、Ｐ地点の地表から 13 m の深さに、Ｑ地点の地表から 2 m 
の深さに、Ｒ地点の地表から 21 m の深さに、それぞれ水が 
あることがわかっています。図 11 中のＰ地点～Ｒ地点にお 
いて、地下に水があるとわかっている位置の、海面からの高 
さが最も高い地点と最も低い地点はどれですか。Ｐ～Ｒか 
らそれぞれ一つずつ選び、記号を○で囲みなさい。

南からさす太陽の光 

南 北 

図 9 

ア 

イ

ウ

エ 

オ

く

雨が 
降る 

葉などに 
さえぎら 
れる 

図 10 

Ⅹの層 

Ｙの層 

木 

地面 

一時的にとどまる水 

図 11 
Ｐ Ｑ

Ｒ
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Ｄ　面 Ｄ　面

 　ようさんとゆいさんは、身近な文
ぶん

房
ぼう

具
ぐ

に関することについて調べました。⑴、⑵の問 
いに答えなさい。

⑴ 　ようさんは、鉛
えん

筆
ぴつ

の歴史に関することについて調べ、次の【メモ】をつくりました。
①～④の問いに答えなさい。

　【メモ】

〔世界における鉛筆の歴史に関すること〕
・ 1560 年代に、イギリスで質の良い＊黒

こく

鉛
えん

が発見され、筆記具として使うために 
黒鉛を細長く切り、にぎるために糸を巻いたり木ではさんだりしたことが鉛筆 
のはじまりといわれている。

・ 19 世紀後半に、加工した木材で芯
しん

をはさむという鉛筆の製造方法があ アメリカ 
で開発され、これが現在の鉛筆の製造方法の基

き

礎
そ

となっている。
〔日本における鉛筆の歴史に関すること〕
・ 江

え

戸
ど

時代にヨーロッパでつくられた鉛筆が徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

におくられ、その鉛筆 
は、現在、い 静岡県の久

く

能
のう

山
ざん

東
とう

照宮
ぐう

博物館に保存されている。徳川家康に鉛 
筆がおくられたころの日本では、文字を書く際にう 筆が使われることが一

いっ

般
ぱん

 
的
てき

であった。
・ 1951 年に、えJIS 規格において、鉛筆についての規格が定められた。現在の JIS

規格で定められている鉛筆の長さや太さについての規格の中には、「長さ 172 mm
以上」、「太さ 8 mm 以下」などがある。

　　＊黒鉛： 天然資源の一つであり、灰黒色のつやがある。ねん土と混ぜて鉛筆の芯をつく 
るときなどに使われる。

　① 　【メモ】中の下線部あについて、次のア～エのうち、現在のアメリカ合衆国について 
書かれた文として誤っているものを一つ選び、記号を〇で囲みなさい。

　　　ア　国内を 0 度の経線が通っている。
　　　イ　カナダと国境を接している。
　　　ウ　大西洋と太平洋の両方に面している。
　　　エ　赤道よりも北に国土が位置している。

　② 　【メモ】中の下線部いに関して、次のア～エのうち、静岡県を流れている川と 
して適しているものを一つ選び、記号を〇で囲みなさい。

　　　ア　木
き

曽
そ

川
がわ

　　　イ　信
しな

濃
の

川
がわ

　　　ウ　天
てん

竜川
がわ

　　　エ　利
と

根
ね

川
がわ

　③ 　【メモ】中の下線部うは、墨
すみ

や絵の具をふくませて文字や絵画をかくことに用 
いられます。墨によってえがかれた絵画である水

すい

墨
ぼく

画
が

は、唐
とう

の時代の中国で生まれま 
した。次のア～エのうち、室

むろ

町
まち

時代に日本で水墨画を大成した人物の名前として適 
しているものを一つ選び、記号を〇で囲みなさい。

　　　ア　歌
うた

川
がわ

広
ひろ

重
しげ

　　　イ　行基
き

　　　ウ　世
ぜ

阿
あ

弥
み

　　　エ　雪
せっ

舟

　④ 　【メモ】中の下線部えは、産業標準化法という法律にもとづいて定められた規 
格です。日本において国の法律を決める国の機関の名前を書きなさい。

2

しょう

かい こく しょく

りゅう

ぎょう しゅう

⑵ 　ようさんとゆいさんは、紙について調べている中で、これまで紙に印刷していた情報
を、紙を使わずに電子化して活用する「ペーパーレス化」が会社などですすめられてい
ることを知りました。二人は、調べた内容について話をしています。①、②の問いに答
えなさい。

　【会話文 1 】

ようさん： 紙のことを調べてみたら、紙の生産量を示す資料では「紙」と「板紙」
の二つに大きく分けて示されていることがわかったね。

ゆいさん： そうだね。「紙」に分類されているものには、新聞の材料になる新聞用紙
や、雑誌やコピー用紙などの材料になる印刷・情報用紙、ティッシュペー
パーなどの材料になる衛生用紙などがあって、「板紙」に分類されている
ものには、段ボールの材料になる段ボール原紙や、紙コップなどの材料
になる紙器用板紙などがあるんだね。

ようさん： 「紙」と「板紙」それぞれの、生産量や種類別の内訳の変化のようすにつ
いて見てみよう。

　① 　図 1 は、2013 年から 2019 年までにおける「紙」の生産量と種類別の内訳を、図 2
は、2013 年から 2019 年までにおける「板紙」の生産量と種類別の内訳を、それぞれ
示したものです。あとの問いに答えなさい。

　　問い 　次のア～エのうち、図 1 と図 2 から読み取れる内容として正しいものをすべて 
選び、記号を〇で囲みなさい。

　　　　　ア 　 2013 年から 2019 年にかけて、「紙」の生産量と「板紙」の生産量の合計 
は減少し続けている。

　　　　　イ 　 2013 年から 2019 年にかけて、「紙」の生産量と「板紙」の生産量との差 
は小さくなり続けている。

　　　　　ウ 　新聞用紙と印刷・情報用紙の生産量について、2013 年と 2019 年とを比べる
と、ともに 2019 年において減少しており、新聞用紙の方が減少量が大きい。

　　　　　エ 　段ボール原紙の生産量について、2013 年と 2019 年とを比べると、2019 年
において 60 万 t 以上増加している。

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

新聞用紙 印刷・情報用紙 衛生用紙 その他
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1400
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段ボール原紙 紙器用板紙 その他

図 2　「板紙」の生産量と種類別の内訳

（経済産業省の資料により作成）

（万 t）

（年）

1106 1136 1140 1157 1193 1205 1190

図 1　「紙」の生産量と種類別の内訳
（万 t） 

（年）

1518 1512 1483 1471 1458 1401 1350

（経済産業省の資料により作成）

 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019  2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

21％ 21％ 20％ 20％ 19％ 18％ 18％

57％ 56％ 57％ 56％ 57％ 56％ 56％

12％ 12％ 12％ 12％ 12％
13％

14％

10％ 11％ 11％ 12％ 12％
13％

12％

80％ 80％ 81％ 81％ 81％ 81％ 81％

14％ 14％ 14％ 14％ 13％ 13％ 13％6％ 6％ 5％ 5％ 6％ 6％ 6％
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Ｅ　面 Ｅ　面

　② 　二人は、図 1 を見ながら、新聞用紙の生産量について話をしています。あとの問い
に答えなさい。

　　【会話文 2 】

ようさん： 「紙」の生産量にしめる新聞用紙の生産量の割合は、減少していく傾
けい

向
こう

 
にあるよね。

ゆいさん： 図 1 から新聞用紙の生産量を計算してみると、2013 年から 2019 年にかけて
減少し続けていってるんだ。それで、お新聞用紙の生産量が減少している
のはなぜだろうと思って調べてみたら、図 3 と図 4 を見つけたよ。

ようさん：図 3 と図 4 から何かわかるかもしれないね。考えてみようよ。

　　問い 　【会話文 2 】中の下線部おに関して、新聞用紙の生産量が減少した理由として、
図 3 と図 4 から考えられることを、次の条件 1、2 にしたがって書きなさい。

　　　　　条件 1 　図 3、図 4 それぞれから読み取れることを書くこと。
　　　　　条件 2  　解

かい

答
とう

欄
らん

の「ことが理由だと考えられる。」に続くように、80 字以内で
書くこと。
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図 3　ニュース記事を読むときに最も利用
　　　している手段

紙の新聞 ニュース 
サイトなど 

いずれの方法でも
読んでいない 

図 4　スマートフォン・携帯電話・タブ
　　　レットの利用者の割合
（％） 

（年） 
携帯電話（スマート
フォンをのぞく） 

スマート
フォン 

（図 3、図 4ともに総務省の資料により作成）

タブレット 

〔調査方法〕 
　全国の 13 歳から 69 歳までの 1500 人を対象に調査
　※複数回答あり〔調査方法〕 

　全国の 13 歳から 69 歳までの 1500 人を対象に調査
さい

（％） 

※「ニュースサイトなど」は、情報通信機器を使って読
むインターネット上のニュースページなどのこと。

けいたい

 　次の⑴、⑵の問いに答えなさい。

⑴ 　ひろさんは、次の【実験】を行いました。①～③の問いに答えなさい。
　 　ただし、水と食塩水の温度はつねに 20 ℃であり、食塩が水にとける最大の重さは、 

とかす水の重さに比例するものとします。また、水の蒸発は考えないものとします。

　【実験】

　① 　【実験】中の、Ａは食塩を入れる前の、Ｂは食塩を入れた直後の、Ｃはよくふっ 
たあとの容器をそれぞれ表しています。25 ɡの容器を使って、水 100 ɡと食塩 10 ɡ
で【実験】を行ったところ、食塩はすべてとけました。次のア～エのうち、Ａ、Ｂ、
Ｃそれぞれの全体の重さについて正しく説明しているものを一つ選び、記号を○で 
囲みなさい。ただし、食塩、水、容器以外の重さは考えないものとします。

　　　ア　全体の重さは、ＡもＢもＣも 135 ɡである。
　　　イ　全体の重さは、ＡとＣは 135 ɡより軽く、Ｂは 135 ɡである。
　　　ウ　全体の重さは、Ａは 135 ɡより軽く、ＢとＣは 135 ɡである。
　　　エ　全体の重さは、Ａは 135 ɡより軽く、Ｂは 135 ɡより重く、Ｃは 135 ɡである。

　② 　 20 ℃の水 100 ɡにとける食塩の重さは最大で 35.8 ɡです。次のＰ、Ｑで示した重 
さの水と食塩を使って【実験】を行うと、どちらも食塩がとけ残りました。ひろさ 
んは、このときのとけ残った食塩の重さについて考えたことをあとのようにまとめ 
ました。あとの文章中の ⓐ 〔　　　〕、 ⓑ 〔　　　〕から適しているものをそれぞれ 
一つずつ選び、記号を○で囲みなさい。

　　Ｐ　水 50 ɡ、食塩 25 ɡ　　　Ｑ　水 200 ɡ、食塩 80 ɡ

　Ｐ、Ｑで示した重さの水と食塩を使って【実験】を行った場合、とけ残った食塩 
の重さが重いのは ⓐ 〔ア　Ｐ　　イ　Ｑ〕の方であると考えられる。また、水に
入れた食塩の重さに対するとけ残った食塩の重さの割合が大きいのは ⓑ 〔ウ　Ｐ　　
エ　Ｑ〕の方であると考えられる。

3

Ｃ

水

食塩 Ａ 容器 食塩 Ｂ

1 食塩と、20℃の水 
が入ったふた付き 
の容器を用意する。 

２ 食塩を容器に 
すべて入れ、 
ふたをする。 

３ 容器をよく 
ふる。 

４ 食塩がすべて 
とけたか確認

かくにん

する。 
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Ｆ　面 Ｆ　面

　③ 　図 1 のような、ビーカーに入ったとうめいな液体Ｘ、Ｙがあります。Ｘ、Ｙのう 
ち、どちらか一方は 100 ɡの水で、もう一方は 90 ɡの水に 10 ɡの食塩をとかして
つくった食塩水です。ひろさんは、Ⅹ、Ｙのどちらが食塩水であるかを調べました。

　　 次の文章は、ひろさんが調べた方法とその結果をまとめたもので
す。文章中の ⓐ 〔　　　〕から適しているものを一つ選び、記号
を○で囲みなさい。また、（　ⓑ　）に入る適切なことばを 15 字
以内で書きなさい。

　Ⅹ、Ｙを 50 ɡずつとり出してそれぞれ別のビーカーに入れる。Ｘ、Ｙを入れたビ 
ーカーそれぞれに 1 ɡずつ ⓐ 〔ア　水　　イ　食塩〕を加えてよくかきまぜて観察
するということをくり返す。その結果、Ⅹを入れたビーカーの方で（　ⓑ　）とい
うことが観察された。このことから、Ｘは食塩水で、Ｙは水であるとわかった。

⑵ 　けんさんは、図 2 のようなふりこを用意し、おもりの重さ、ふれはば、ふりこの長 
さの三つの条件を変えて、ふりこが 1 往復する時間を調べることにしました。表 1 は、
けんさんが行った実験の結果をまとめたものです。①～③の問いに答えなさい。

　 　ただし、糸の重さと糸ののびは考えないものとし、おもりが「最下点→最上点あ→ 
最下点→最上点い→最下点」と動くのにかかる時間をふりこが 1 往復する時間とし 
ます。また、図 2 のふりこは、おもりが「最下点→最上点あ→最下点」と動くのにか 
かる時間と、おもりが「最下点→最上点い→最下点」と動くのにかかる時間が同じで 
あるものとします。

表 1
実験Ａ 実験Ｂ

おもりの重さ（ ɡ） 20 30

ふれはば（°） 10 20

ふりこの長さ（cm） 20 35

ふりこが 1 往復する時間（秒） 0.9 1.2

　① 　実験Ａのふりこと実験Ｂのふりこを同時に動かして観察していたとき、けんさん 
は、実験Ａ、実験Ｂそれぞれのふりこのおもり（以下、「二つのおもり」とします）
が何秒かおきに同時に最下点にくることに気がつきました。「二つのおもり」が同時
に最下点にきてから、次に同時に最下点にくるまでの時間は何秒だと考えられます 
か。求めなさい。ただし、ふりこが往復する時間は、ふりこが動き続けても変わら 
ないものとします。

図 1 

Ｘ Ｙ 

ふれはば 
おもり 

図 2 

最下点

糸 

支点 

ふりこの 
長さ 

最上点あ 最上点い

　② 　けんさんは、おもりの重さ、ふれはば、ふりこの長さの三つの条件を変えてふり 
こが 1 往復する時間を調べる実験をさらに行い、結果を表 2 にまとめました。あと 
のア～オのうち、表 2 のそれぞれの実験の結果からいえることをすべて選び、記号 
を○で囲みなさい。

表 2
実験Ｃ 実験Ｄ 実験Ｅ 実験Ｆ 実験Ｇ 実験Ｈ

おもりの重さ（ ɡ） 20 20 20 30 30 30

ふれはば（°） 10 20 20 10 20 20

ふりこの長さ（cm） 40 20 40 20 20 80

ふりこが 1 往復する時間（秒） 1.3 0.9 1.3 0.9 0.9 1.8

　　　ア 　実験Ｃと実験Ｅの結果から、ふりこが 1 往復する時間はおもりの重さによっ 
て変わらないといえる。

　　　イ 　実験Ｆと実験Ｇの結果から、ふりこが 1 往復する時間はふれはばによって変 
わらないといえる。

　　　ウ 　実験Ｃと実験Ｄの結果から、ふりこが 1 往復する時間はふりこの長さによっ 
て変わるといえる。

　　　エ 　実験Ｆと実験Ｈの結果から、ふれはばが 2 倍になるとふりこが 1 往復する時 
間は 2 倍になるといえる。

　　　オ 　実験Ｇと実験Ｈの結果から、ふりこの長さが 4 倍になるとふりこが 1 往復す 
る時間は 2 倍になるといえる。

　③ 　けんさんは、次のア～ウのように、ふりこの糸をつるす点の真下の位置に固定し 
たくぎに、糸が引っかかってふりこが動くときの、ふりこが 1 往復する時間につい 
て考えました。ア～ウのうち、ふりこが 1 往復する時間が最も短くなると考えられ 
るものと最も長くなると考えられるものをそれぞれ一つずつ選び、記号を○で囲み 
なさい。ただし、くぎの太さは考えないものとし、ア～ウのふりこは、ふりこの糸 
がくぎにふれている間、くぎを支点とするふりこと考えてよいものとします。
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最下点 

30cm 

20cm 

20° 

くぎ 
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くぎ 
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